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∎ 本資料における表記

ローン・クレジットカード事業L・C事業
エム・ユー信用保証MUCG
前年同期比または前期比yoy
前期末比ytd
見通し(E)
EASY BUY Public Company LimitedEB､EASY BUY
ACOM CONSUMER FINANCE CORPORATIONACF

∎ 免責事項

本資料の数値のうち、過去の事実以外の当社グループの計画、方針
その他の記載にかかわるものは、本資料の発表日現在において入手可
能な情報等に基づいて作成したものであります。しかしながら、当社グ
ループの事業展開上リスクとなる可能性がある要素が複数存在しており、
実際の業績等は大きく異なる可能性があります。
また、利息返還請求の動向は、外部環境の変化等に影響を受けやす

いことから不確実性が高く、その影響として利息返還損失引当金繰入
額を計上する場合があります。
最終の業績はこれらのリスクを含むさまざまな要因によって予想数値と

異なる可能性があります。

∎ 本資料に関するお問い合わせ

アコム株式会社 広報・IR室
(03)6865-6474
ir@acom.co.jp



連結決算概要(業容)
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国内事業の新規顧客および追加利用が好調だったことや、円安バーツ高の為替影響により、順調に業容拡大
連結営業債権残高は、前年同期比＋7.1%の2兆6,525億円

連結
営業債権残高

2兆6,525億円
(yoy＋7.1%)

ローン・クレジット
カード事業

1兆533億円
(yoy＋7.9%)

信用保証事業 1兆3,332億円
(yoy＋6.5%)

海外金融事業 2,569億円
(yoy+7.5%)

(億円)L・C事業 信用保証事業 海外金融事業 yoyその他

9,145 10,013 10,725

12,128 12,782 13,701

2,194
2,432

2,46123,545
25,310

26,979

4.9%
7.5% 6.6%

23/3 24/3 25/3(E)

9,764 10,533

12,518 13,332

2,390
2,569

24,757
26,525

6.9% 7.1%

23/12 24/12



連結決算概要(業績)
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進捗率2025/32024/122023/12
yoy計画yoy実績実績

75.56.4313,5008.1236,825218,986営業収益1

75.38.0168,5009.1126,812116,195ローン・クレジットカード事業2

73.58.576,8007.656,43652,447信用保証事業3

78.40.362,1006.348,69945,822海外金融事業4

71.68.6226,4006.6162,145152,118営業費用5

73.317.75,80022.14,2503,482金融費用6

73.011.2108,90010.779,49971,831貸倒関連費用7

------利息返還費用8

70.25.9111,7002.178,39576,804その他の営業費用9

85.70.987,10011.774,67966,867営業利益10

85.70.987,50011.974,96567,013経常利益11

85.70.787,30012.074,83766,818税金等調整前当期純利益12

84.72.759,40010.650,30045,484当期純利益13

84.44.755,60012.546,91541,717親会社株主に帰属する当期純利益14

(百万円、%)



1,741
1,868

780 893

11.4% 7.3%

23/12 24/12

ローン・クレジットカード事業｜業容
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新規顧客および既存顧客の利用が好調であったことから、営業債権残高は前年同期比＋7.9%の1兆,533億円
利用者数は同＋7.3%の1,868千件

* クレジットカード事業の利用者数は、有効会員数

∎ 営業債権残高 ∎ 利用者数*

(億円、()内はローン) (千件、()内は貸付単価(千円))

(490)(491)

8,109 8,790 9,368

1,035
1,223

1,3579,145
10,013

10,725

5.0%
(3.5%)

9.5%
(8.4%)

7.1%
(6.6%)

23/3 24/3 25/3(E)

ローン クレジットカード yoy

1,609
1,790 1,860

629 822 863

6.2% 11.2%
3.9%

23/3 24/3 25/3(E)

ローン クレジットカード yoy

(502) (490) (503)

8,587 9,189

1,177
1,344

9,764
10,533

9.1%
(7.9%)

7.9%
(7.0%)

23/12 24/12



ローン・クレジットカード事業｜業績
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営業収益は業容拡大を主因に、前年同期比＋9.1%の1,267億円
営業利益は、同+28.0%の406億円

∎ 営業収益 ∎ 営業利益

(億円) (億円)

1,318 1,402 1,502

133 157
1821,451

1,560
1,685

2.0%

7.5% 8.0%

23/3 24/3 25/3(E)

ローン クレジットカード yoy

1,045 1,132

116 135
1,161

1,267

6.6%
9.1%

23/12 24/12

317
406

▲7.2%

28.0%

23/12 24/12

406 417

2.7%

23/3 24/3

営業利益 yoy



ローン・クレジットカード事業｜新客数
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新客数は、前年同期比▲9.0%の293,898件
広告宣伝費は、同▲14.0％の127億円

∎ 新客数(無担保) ∎ 広告宣伝費(アコム)

(件) (億円)

309,619

430,377
375,000

32.6% 39.0%

▲12.9%

23/3 24/3 25/3(E)

新客数 yoy

177
195

173

17.2% 10.0%
▲11.5%

23/3 24/3 25/3(E)

広告宣伝費 yoy

323,020
293,898

50.6%

▲9.0%

23/12 24/12

148
127

16.0%
▲14.0%

23/12 24/12



ローン・クレジットカード事業｜利回り・貸倒損失
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 ローン・クレジットカード事業の期中平均利回りは、前年同期比＋8bpsの14.83%
貸倒損失率は、業容拡大を主因に同＋22bpsの3.74%

*1 クレジットカードにおける利回りはリボルビング残高と手数料より算出 *2 貸倒損失額および損失率は利息返還請求に起因する債権放棄分を除く *3 貸倒損失率の23/12および24/12は年率換算

∎ 期中平均利回り*1 ∎ 貸倒損失額・損失率*2

(億円)ローン クレジットカード ローン・クレジットカード ローン クレジットカード 貸倒損失率*3

14.88% 14.97%

13.07% 13.14%

14.70% 14.77%

23/3 24/3

250
297

41

56292

354

3.20%
3.54%

23/3 24/3

14.95% 15.05%

13.14% 13.17%

14.75% 14.83%

23/12 24/12

217 245

40
50

258
296

3.52%
3.74%

23/12 24/12



ローン事業｜不良債権
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不良債権残高は、前年同期比▲7億円の677億円
不良債権比率は、同▲59bpsの7.38%

*1 貸倒損失率は、利息返還請求に起因する債権放棄分を含む *2 貸倒損失率の23/12および24/12は年率換算

∎ 不良債権 ∎ 不良債権比率・ローン貸倒損失率*1

(億円)破産更生債権及びこれらに準ずる債権
危険債権
三月以上延滞債権
貸出条件緩和債権

不良債権比率 ローン貸倒損失率*2

409 411

228 226

669 671

23/3 24/3

8.25%
7.63%

3.50% 3.71%

23/3 24/3

415 400

231 234

684 677

23/12 24/12

7.97%
7.38%

3.72% 3.78%

23/12 24/12



信用保証事業｜業容
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新規顧客および既存顧客の利用が好調であったことから、信用保証残高は前年同期比＋6.5%の1兆3,332億円
利用者数は同＋7.0%の1,990千件

∎ 信用保証残高 ∎ 利用者数

(億円) (千件)

10,444 10,984 11,700

1,683 1,797
2,001

12,128 12,782
13,701

3.4% 5.4% 7.2%

23/3 24/3 25/3(E)

アコム MUCG yoy

1,555 1,625 1,733

258 272
313

1,813 1,898
2,046

1.6% 4.6% 7.8%

23/3 24/3 25/3(E)

アコム MUCG yoy

10,764 11,426

1,754 1,906
12,518

13,332

4.8% 6.5%

23/12 24/12

1,596 1,687

262 303
1,859

1,990

3.5% 7.0%

23/12 24/12



1,596 1,687

3.6%
5.7%

23/12 24/12

1,555 1,625 1,733

1.7%
4.5%

6.6%

23/3 24/3 25/3(E)

利用者数 yoy

信用保証事業｜業容(アコム)
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 アコム単体の信用保証残高は前年同期比＋6.1%の1兆1,426億円
利用者数は同＋5.7%の1,687千件

∎ 信用保証残高 ∎ 利用者数

(億円) (千件、()内は貸付単価(千円))三菱UFJ銀行 地方銀行等 yoy

(677)(674)
5,415 5,483

5,029 5,501

10,444 10,984 11,700

3.2%
5.2%

6.5%

23/3 24/3 25/3(E)

(671) (675) (674)
5,423 5,527

5,341 5,898

10,764 11,426

4.6%
6.1%

23/12 24/12



信用保証事業｜業績
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営業収益は、業容拡大に加え、保証料率の定期的な見直しにより、前年同期比＋7.6%の564億円
営業利益は、同＋2.3%の180億円

∎ 営業収益 ∎ 営業利益

(億円) (億円)

552 592 640

109 115
128662

707
768

5.4%
6.8%

8.5%

23/3 24/3 25/3(E)

アコム MUCG yoy

220 189

36
37

256
226

6.9%

▲11.6%

23/3 24/3

アコム MUCG yoy

438 469

86 94
524 564

6.9% 7.6%

23/12 24/12

148 153

28 27
176 180

▲10.4%
2.3%

23/12 24/12



信用保証事業｜求償債権・貸倒損失(アコム)
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求償債権は、前年同期比＋1.5%の596億円
貸倒損失率は、同＋15bpsの2.47%

*1 求償債権残高とは、保証履行未償却債権残高 *2 貸倒損失率の23/12および24/12は年率換算

∎ 求償債権残高*1 ∎ 貸倒損失額・損失率

(億円) (億円)貸倒損失額 貸倒損失率*2

571 583

4.9%
2.0%

23/3 24/3

求償債権残高 yoy

222
267

2.02%
2.31%

23/3 24/3

587 596

3.2% 1.5%

23/12 24/12

197
224

2.32%
2.47%

23/12 24/12



マレーシア
ACOM (M) SDN. BHD.

100.00%:出資比率
2021年7月:設立年月
無担保ローン事業:事業内容

海外金融事業｜グローバル事業基盤
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タイ王国
EASY BUY Public Company Limited

71.00%:出資比率
1996年9月:設立年月
無担保ローン事業、インストールメントローン事業:事業内容

フィリピン共和国
ACOM CONSUMER FINANCE CORPORATION

80.00%:出資比率
2017年7月:設立年月
無担保ローン事業:事業内容



海外金融事業｜営業債権残高*1
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営業債権残高(円ベース)は、 円安の為替影響により、前年同期比＋7.5%の2,569億円
 タイ王国のEASY BUY(現地通貨ベース)の営業債権残高は、同▲0.2%の575億バーツ

*1 営業債権残高は営業貸付金残高と割賦売掛金残高の合計 *2 為替レート(バーツ) : 4.09円(23/12) 、4.41円(24/12) 、為替変動 : ＋0.32円

∎ 海外金融事業(円ベース)*2 ∎ EASY BUY(現地通貨ベース)

(億円) (億バーツ)

為替影響 +182億円

2,160 2,400 2,425

34
31 352,194

2,432 2,461

13.8% 10.8%
1.2%

23/3 24/3 25/3(E)

EASY BUY ACF yoy

為替影響 +189億円

568 581 587

2.2% 2.2% 1.0%

23/3 24/3 25/3(E)

営業債権残高 yoy

2,356 2,536

34
312,390

2,569

9.8% 7.5%

23/12 24/12

576 575

2.3% ▲0.2%

23/12 24/12



海外金融事業｜営業収益
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営業収益(円ベース)は、円安の為替影響により、前年同期比＋6.3％の486億円
 EASY BUY(現地通貨ベース)の営業収益は、同＋0.1%の111億バーツ

*1 報告セグメント別の営業収益 *2 為替レート(バーツ) : 4.00円(23/12)、4.24円(24/12) 、為替変動 : 0.24円

∎ 海外金融事業(円ベース)*1*2 ∎ EASY BUY(現地通貨ベース)

(億円) (億バーツ)

為替影響 +27億円

550 601 603

14
17 18

565
618 621

10.3% 9.5%
0.3%

23/3 24/3 25/3(E)

EASY BUY ACF yoy

為替影響 +43億円

146 148 149

▲0.1%
1.4%

0.1%

23/3 24/3 25/3(E)

営業収益 yoy

445 472

12 13
458 486

10.2% 6.3%

23/12 24/12

111 111

1.7%
0.1%

23/12 24/12



210 236

▲10 ▲7

196
223

7.3% 13.7%

23/3 24/3

海外金融事業｜営業利益
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営業利益(円ベース)は、前年同期比▲18.6%の146億円
 EASY BUY(現地通貨ベース)の営業利益は、貸倒関連費用の増加を主因に、同▲23.6%の36億バーツ

* セグメント利益

∎ 海外金融事業(円ベース)* ∎ EASY BUY(現地通貨ベース)

(億円) (億バーツ)

56 58

43

0.2% 4.4%

▲26.5%

23/3 24/3 25/3(E)

営業利益 yoyEASY BUY ACF yoy

190
154

▲6 ▲3

180
146

15.5%
▲18.6%

23/12 24/12

47
36

6.2%

▲23.6%

23/12 24/12



利息返還請求件数*
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当第3四半期までの請求件数は、前年同期比▲32.1%の7,400件
 2025年3月期の請求件数は、前期比▲25%程度を予想

* 利息返還請求件数は、弁護士・司法書士受任債権発生件数のうち、当社が利息制限法に基づいて再計算した結果、利息返還金が発生する件数(再受任分を含む)

2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期

18,400件（yoy▲10.2%） 14,000件（yoy▲23.9%） 7,400件（yoy▲32.1%）

(件)

5,000 4,600 4,400 4,400 4,100
3,400 3,400 3,100 2,900

2,300 2,200

▲7.4% ▲8.0%
▲17.0%

▲8.3%
▲18.0%

▲26.1% ▲22.7% ▲29.5% ▲29.3% ▲32.4% ▲35.3%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

利息返還請求件数 yoy



利息返還損失
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当第3四半期までの取崩しは、前年同期比▲18.4%の168億円
当第3四半期における追加繰入れはなく、引当金残高は135億円
 2025年3月期の取崩額は、追加繰入時に想定したシナリオでは前期比▲15%程度を予想

2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期

284億円（yoy▲3.4%） 273億円（yoy▲3.9%） 168億円（yoy▲18.4%）

(億円)

66 64 58 61 62 61 60 60 52 55 44

8 8 8 7 8 7 6 6
5 6

4

75 73 67 69 70 68 66 67
57 61

48

6.7%

▲10.2% ▲9.9%
1.7%

▲5.5% ▲6.2% ▲0.5% ▲3.0%

▲18.2%
▲9.7%

▲27.4%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

利息返還金 貸倒損失(債権放棄) yoy



貸倒関連費用
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貸倒関連費用(連結)は、アコム単体およびEASY BUYの増加により、前年同期比＋10.7%の794億円
 EASY BUYの貸倒関連費用は同+41.5%の185億円

∎ 貸倒関連費用(連結) ∎ 貸倒関連費用(EASY BUY)

(億円) (億円)

現地通貨ベースのyoy

▲3.4%0.8%

アコム EASY BUY yoyその他 貸倒損失額 貸倒引当金増減額 yoy

33.5%▲6.0%

565 
709 

183 
191 

805 

979 
1,089 

17.7% 21.7%
11.2%

23/3 24/3 25/3(E)

194 205

▲10 ▲14

183 191

9.9% 4.0%

23/3 24/3526 561

130 185

718
794

24.1%
10.7%

23/12 24/12

147
177

▲16

7130

185

1.6%

41.5%

23/12 24/12



貸倒関連費用(アコム)
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貸倒関連費用は、業容拡大を主因に、前年同期比＋6.8%の561億円

∎ 貸倒関連費用 ∎ 貸倒引当金・債務保証損失引当金(億円)

貸倒引当金 債務保証損失引当金

(億円)

617
683

749

86 108 128

23/3 24/3 25/3(E)

yoy
+44億円

yoy
＋66億円

＋22億円

▲12
526

＋64 ▲16 561

28.1%

6.8%

23/12 24/12

貸倒損失 貸倒引当金増減額 債務保証損失引当金増減額

＋41億円当3Q:
＋57億円－) 前3Q:
▲16億円ネット:

yoy

674
724

99 109

23/12 24/12

ytd
+57億円

ytd
＋41億円

▲16億円



25 30

13
17

40

49

58
▲22.3%

22.8% 17.7%

23/3 24/3 25/3(E)

金融費用
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金融費用(連結)は、前年同期比＋22.1%の42億円
金融費用(アコム)は、同＋27.6％の28億円

∎ 金融費用(連結) ∎ 金融費用(アコム)

(億円) (億円)アコム EASY BUY yoyその他

25
30

38

▲20.7%

19.5% 23.2%

23/3 24/3 25/3(E)

金融費用 yoy

22 28

11
14

34
42

15.5% 22.1%

23/12 24/12

22
28

11.8%
27.6%
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金融費用｜資金調達残高(アコム)
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資金調達残高は前年同期比＋565億円の6,361億円
期中平均調達金利は、同+7bpsの0.62%

∎ 資金調達残高 ∎ 借入先別構成比

(億円)

三菱UFJ銀行 32.0%

直接調達
33.5%

間接調達
66.5%

固定金利比率
80.4%

⾧期借入比率
90.9%

1年以内返済予定額
2,248億円

間接 直接 期中平均調達金利

3,751 4,234 4,151

1,299
1,649 2,200

5,051
5,884

6,351

0.52%
0.56%

0.61%

23/3 24/3 25/3(E)

4,045 4,231

1,749 2,129

5,795
6,361

0.55%

0.62%

23/12 24/12
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質疑応答 

 
Q1： 
A1： 

アコム単体の貸倒関連費用の計画に対する進捗状況は？ 
○貸倒関連費用は計画を若干下回って推移している。 
債権内容については、不良債権比率の改善が見られており、全体的に良化している。 
期末の着地についても計画を下回って着地できると考えている。 

 
Q2： 
 
A2： 

営業貸付金残高が伸長しているにもかかわらず、貸出条件緩和債権が増加していない背

景は？ 
○積極的に推進し始めたのは３年～４年ぐらい前からで、 
これまでは貸出条件緩和債権は増加基調であった。推進の影響が一巡したため、 
今後はそれほど増えていかないと考えている。 

 
Q3： 
 
A3： 

東京証券取引所の要請「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応」につい

て、社内での議論の状況は？ 
○東京証券取引所の要請に基づいた対応をおこなっていく必要があることは認識してお

り、次年度から始まる中期経営計画で方向性を示していきたいと考えている。 
 

Q4： 
A4： 

来期以降の新規獲得の見通しは？ 
○来期以降の新客数は、次期中期経営計画で詳しく説明させていただければと考えてい

るが、コロナ禍前の 20 万件台に戻る想定はしていない。 
今後も、30 万件を超える新客数を獲得できると考えている。 

 
Q5： 
 
A5： 

新客数が想定よりも低い水準で推移した場合、財務戦略、資本政策や現状で描いている

次期中期経営計画を修正する可能性はあるか？ 
○現時点で新客数が大幅に減少する想定はしていない。 

次期中期経営計画においても、大幅に減少するという前提で計画を立てていない。 
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Q6： 
A6： 

第４四半期以降のその他営業費用の見通しは？ 
○アコム単体におけるその他の営業費用の計画に対する進捗率は、 

70％と抑制できているが、期末の着地は概ね計画通りを見込んでいる。 
○広告宣伝費は、２月、３月の資金需要に向けてしっかりと新規獲得のために 
使っていくため、計画通りに着地する予定である。 

○電算機費についても、第４四半期に保守費用の支払いが多く発生するため、 
計画通りの着地を見込んでいる。 

○一方で事務所費は、無人契約機等の廃店が計画以上に進んでいることから、 
計画を若干下回る見込みである。 

 
Q7： 
A7： 

来期以降のその他営業費用の見通しは？ 
○業容を拡大させていくことを踏まえると、 
経費についても増加していくのではないかと考えている。 

 
Q8： 
A8： 

信用保証事業の営業利益が第２四半期と比較して約 10 億円増加した要因は？ 
○要因は、第２四半期と比較して第３四半期の広告協賛金の支払いが少ないためである。

例年、第２四半期・第４四半期に広告協賛金の支払いが多く発生する傾向にあり、 
当第２四半期においても同様の傾向であったことから、 
第３四半期の営業利益が約 10 億円増加した。 

 
Q9: 
A9: 

無人契約機を廃店した場合、どのくらいの費用削減効果があるのか？ 
○１店舗あたりの削減効果が 400~500 万円程度。100 店舗で約４～５億円程度の 
削減効果となる。店舗の利用状況等を見ながら、廃店を進めていく。 
 

Q10: 
 
 
A10: 

新規獲得単価について、当期の獲得効率は順調に推移してきたが、 
閑散月である第３四半期で悪化しているように見える。 
来年度以降、どの程度の獲得効率であれば許容できるのか？ 
○許容できる目安は５万円以内である。 

４万円台であれば、しっかりとコストをかけて新規を獲得していきたい。 
 

Q11: 
 
A11: 

タイの事業環境について、家計債務問題に対して政府から色んな支援策が出されている

が、タイの事業環境は？ 
○パーソナルローンの市場規模は、前年同期比で 5.9％減少している。コロナ禍が明けて、

個人消費が回復していると感じているが、与信枠の増加や借入金融機関数の上限を 
撤廃したコロナ救済措置が終了したことで、市場の成長性は不透明な状況が継続してい

る。 
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Q12: 
A12: 

ローン残高について連単差が見られるが、これはＧｅＮｉＥの残高という理解でよいか？ 
○その通りである。2024 年 10 月にＫｙａｓｈ様との提携をスタートさせ、 

11 月にアダストリア様、12 月にガレージバンク様と順調に提携先を増やしている。 
申込みについても想定を上回る推移となっており、非常に期待している。 

 
Q13: 
 
A13: 

物価高、日銀による利上げが進むなか、需要や債権品質への影響はあるのか？ 
もしある場合は、与信の見直しを検討しているか？ 
○物価高の影響を注視しているが、現時点で明確な影響はまだ確認できていない。 
○与信モデルは、必要に応じて適宜見直しをおこなっている。影響次第では、 

与信モデルに取り込む可能性はある。 
 

以上 




